
              
 水

道
事
業
ど
こ
ま
で
委
託 

市
の
責
任
の
所
在
は 

 

質 

問 

上
下
水
道
事
業
を
広

範
囲
に
業
務
を
委
託
す
る
、
官
民
連

携
研
究
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
委
託

し
て
い
く
の
か
。
市
の
業
務
を
民
間

で
出
来
る
こ
と
は
民
間
で
と
、
民
間

事
業
者
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
を
進

め
、
民
間
事
業
者
が
自
ら
事
業
運
営

を
実
施
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
も
一
案
と
し
、
よ
り
広
範
囲
に

業
務
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
民

間
事
業
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
視
点
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
水
道
法
の
事
業
者
と
し

て
の
責
任
の
所
在
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。 

委
託
先
の
形
態
の
内
容
は
ど
う

か
、
共
同
企
業
体
や
複
数
の
企
業
で

会
社
等
を
設
立
し
て
、
市
と
契
約
と

な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
企
業
や
業

者
が
参
加
に
な
る
の
か
、
市
も
関
与

す
る
の
か
ど
う
か
。 

             

第
３
セ
ク
タ
ー
も
視
野
に
い
れ

て
い
る
の
か
、
指
定
管
理
方
式
か
。 

競
争
性
は
ど
う
か
、
一
つ
の
事
業

体
と
な
れ
ば
競
争
性
が
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

将
来
的
に
す
べ
て
を
ま
か
せ
よ

う
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
市
民
の
命
の
源
で
あ
る
水
の
安

定
供
給
は
市
町
村
の
大
事
な
責
任

と
の
認
識
は
ど
う
か
。 

        

ど
の
ケ
ー
ス
も
市
長
の 

管
理
監
督
責
任
が
あ
る 

 

市 

長 

水
道
事
業
者
の
責
務

は
ど
の
ケ
ー
ス
で
も
市
長
の
管
理

監
督
責
任
は
消
滅
す
る
も
の
で
は

な
い
。 

 

共
同
事
業
体
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
や
株
式
会

社
か
、
ふ
さ
わ
し
い
形
、
地
域
の
民

間
業
者
が
主
体
的
に
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
方
式
は
、
指
定

管
理
者
含
め
て
方
針
を
検
討
し
て

い
く
。
新
し
い
挑
戦
で
あ
り
今
ま
で

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
い
く
。 

競
争
性
は
、
現
在
随
意
契
約
を
想

定
し
て
い
る
。
透
明
性
、
競
争
性
充

分
検
討
す
る
な
か
で
示
す
。 

 

企
業
会
計
、
特
別
会
計
存
続
し
、

す
べ
て
を
任
す
と
は
、
こ
こ
に
い
く

ま
で
は
か
な
り
先
の
こ
と
で
あ
り

当
面
は
で
き
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。 

  

土
地
開
発
公
社
の
今
後
、 

解
散
な
ら
、
第
３
セ
ク
タ

ー
債
の
活
用
は 

 

質 

問 

土
地
開
発
公
社
の
資

産
は
２
５
億
９
千
万
円
あ
り
、
短
期

借
入
金
は
２
５
億
３
千
万
円
。
簿
価

ど
お
り
に
売
却
出
来
れ
ば
問
題
が

な
い
が
実
際
に
は
、
地
価
の
下
落
で

含
み
損
を
か
か
え
て
い
る
。 

経
営
健
全
化
対
策
実
施
計
画
で

取
り
組
ん
で
い
る
が
事
態
が
進
む

と
い
う
保
証
は
な
い
。 

市
の
財
政
支
援
、
２
４
年
度
予
算

で
は
利
子
補
給
金
を
含
む
公
社
支

援
に
４
，
９
２
５
万
円
し
て
い
る
。 

今
後
の
改
革
で
、
国
の
制
度
、
第

３
セ
ク
タ
ー
債
を
公
社
を
解
散
し

て
活
用
す
る
か
、
解
散
せ
ず
に
毎
年

一
定
額
を
市
が
買
い
取
る
な
ど
し

て
い
く
か
の
判
断
は
ど
う
か
。 

借
り
入
れ
す
れ
ば
、
市
の
財
政
は

将
来
負
担
比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
が
上
昇
し
て
硬
直
す
る
。
判
断
の

基
準
は
ど
こ
に
お
い
て
行
な
う
の

か
。
改
革
の
道
筋
、
業
務
の
継
承
に

つ
い
て
の
方
策
は
ど
う
か
。 

 

早
い
時
期
に 

結
論
出
し
て
い
く 

  

市 

長 

第
３
セ
ク
タ
ー
債
、
活

用
す
る
か
早
い
時
期
に
検
討
し
て

結
論
出
す
。
市
の
財
政
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
。 

存
続
す
る
場
合
健
全
化
に
、
市
の

支
援
続
け
る
。
利
子
補
給
、
土
地
を

市
が
買
い
取
っ
て
い
く
。 

 

市
の
負
担
は
解
散
し
て
も
し
な

く
て
も
大
差
な
い
。 

土
地
開
発
公
社
の
役
割
を
再
確

認
し
な
が
ら
、
地
価
下
落
で
縮
小
し

て
き
た
が
柔
軟
に
対
応
す
る
。 

 

業
務
継
承
は
市
と
公
社
連
携
し

て
い
る
、
問
題
は
生
じ
な
い
。 

  

消
費
税
増
税
に
反
対

を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
提
案 

共
産
党
議
員
団 

  

共
産
党
議
員
団
は
、
上
伊
那
医
療

生
協
の
陳
情
、
「
消
費
税
増
税
に
反

対
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
」
が
総

務
産
業
委
員
会
で
、
賛
成
１
人
（
坂

本
議
員
）
趣
旨
採
択
１
人
（
宮
沢
議

員
）
反
対
４
人
（
小
林
議
員
、
竹
内

議
員
、
長
谷
部
議
員
、
伊
東
議
員
）

で
不
採
択
に
な
っ
た
の
で
、
本
会
議

に
意
見
書
の
提
出
を
提
案
し
ま
し

た
。 

 

提
案
説
明
で
、
大
増
税
計
画
は
３

つ
の
大
問
題
が
あ
る
。
第
一
は
無
駄

遣
い
を
続
け
た
ま
ま
の
大
増
税
で
、

や
ん
ば
ダ
ム
や
１
㍍
１
億
円
の
東

京
外
環
道
、
戦
闘
機
買
い
入
れ
、
政

党
助
成
金
な
ど
、
そ
の
一
方
で
富
裕

層
や
大
企
業
に
は
年
間
１
．
７
兆
円

の
新
た
な
減
税
。
第
二
は
社
会
保
障

切
捨
て
と
一
体
の
大
増
税
。
第
三
は

日
本
経
済
を
ど
ん
底
に
突
き
落
と

し
財
政
破
た
ん
も
ひ
ど
く
す
る
。 

 

消
費
税
増
税
し
な
く
て
も
、
大
型

開
発
や
軍
事
費
を
は
じ
め
無
駄
遣

い
の
一
掃
、
富
裕
層
大
企
業
優
遇
の

税
制
見
直
し
、
２
６
０
兆
円
の
大
企

業
内
部
留
保
を
日
本
経
済
に
還
流

さ
せ
る
な
ど
で
財
源
は
生
ま
れ
る

と
賛
同
を
求
め
ま
し
た
が
２
人
の

賛
成
に
留
ま
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

       
 

 

保
守
３
会
派
は
、
消
費
税
増

税
に
一
定
の
理
解
の
意
見
書 

 
 

保
守
３
会
派
は
、
増
税
に
よ
り
困

窮
者
の
増
加
、
地
方
経
済
の
疲
弊
を

認
め
な
が
ら
、
そ
の
対
策
に
万
全
を

期
す
、
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。 
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水
道
事
業
官
民
連
携
と
は
ど
こ
ま
で
か 

土
地
開
発
公
社
の
今
後
、
解
散
か
現
状
か 
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